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1一、はじめに　『南天竺婆羅門僧正碑
幷
序』という史料がある。天竺僧菩提僊
那の入室弟子であった修栄が、師の没（天平宝字四年［七六〇］ ）後の神護景雲四年（七七〇）に、師の賛及びその序を碑文の形で残した。現在、碑そのものは遺されていないが、 銘文が『南天竺婆羅門僧正碑
幷
序』 （以下、 『碑
幷
序』 ）であり、それは写本
として伝わってい
る
１。また、江戸時代（元禄九年［一六九六］ ）
に南都の僧性空によって『 幷序』に註した『南天竺婆羅門僧正碑註』が編纂されている
２。 『碑幷序』は、これに注釈を付した蔵
中しのぶ氏らの分類によると
３、題目、序・初「仏法東漸」 、二「僧
正西来」 、三「来朝本国」 、四「行基迎接」 、五「嘆僧正徳」 、六「入滅遺嘱」 、七「述撰賛意」 、賛・一「法身応現」 、二「聖武弘法」 、三「僧正徳盛」 、四「行基幽賛」 、五「僧正入滅」 、六「写像酬恩となっており、本史料は、天竺から唐へ そして唐から日本へわたった僧侶・菩提僊那について知ることのできる第一級の史料となっている。
　
菩提僊那については、筆者はかつて、上記序四にあたる「行基
迎
接
４」 、及びインド天文学・呪術について論じ
た
５際に触れたこ
とがある。そこで、本稿では、 『碑
幷
序』の中に現れる文言「尤
善呪術」について、私見を述べていきたい。二、菩提僊那の来日・ 『碑幷序』の記述　
菩提僊那の来日については、 『続日本紀』にその記述が見える。
まずは、それにより簡単に概述していく
６。
　
菩提僊那は天平五年 （七三五） に派遣された遣唐使の帰国に随っ
て来日した。この遣唐使は多治比真人広成を大使とし、中臣朝臣名代を副使として派遣された（天平四年八月丁亥条）もので、遣唐使船は多治比広成が天皇から節刀を授けられた後、難波津より進発した（天平五年閏三月癸巳条 四月己亥条） 。その後、唐において役務を果たした多治比広成らは帰国の途につき、多褹嶋に来着した（天平六年十一月丁丑条） 。翌年、帰国した多治比広成らは拝朝 七 三月辛巳条）のだが、一部 船は、 「平群朝臣広成等拝朝。初広成 五年、随
二大使多治比真人広成
一
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2入
レ唐。六年十月、 事畢却帰。四船同発、 従
二蘇州
一入
レ海。悪風忽起、
彼此相失。広成之船一百一十五人、漂
二着崑崙国
一」 （天平十一年
十一月辛卯条）とあるように、帰国に困難を極めたようで、副使であった名代らは遅れて帰国した。その際、 「唐人三人・波斯人一人」を伴って拝朝している（天平八年八月庚午条） 。そして、彼らと共に来日したのが、菩提僊那であった。　
菩提僊那の来日が記述されているのは『続日本紀』だけではな
く、 『碑幷序』 にも 『続日本紀』 には記されない情報も含まれている。そこで 以下にやや煩雑ではある 『碑幷序』の「序初」から「序六」 （仏法東漸から菩提僊那の遷化まで を掲げ
７。
　　
【序初】
夫
仏
日西沈、遺風東扇。十地開士、住
二菩提
一而播
レ形
、
　　
八輩応真、逼
二機縁
一而演
レ化。是以真如奥旨、殊
二五天
一而共
　　
融、実相円音 同
二八部
一而倶顕。若乃深達
二法相
一、洞了
二宗
　　
極
一、研
二尋七覚
一、空有両亡、遊
二戯六通
一、真仮雙照者僧也。
　　
【序二】
僧正 諱菩提僊那、姓婆羅
遅
、婆羅門種也。一十六国景
二
　　
慕其高義
一、 九十五種鑚
二仰其英徽
一。但以
二区域夐隔、史伝闕
　　
然
一、本郷風範 難
レ可
二縷言
一。僧正、神情湛寂、風宇明敏。
　　
霊台可
レ仰、而不
レ可
レ窺。智海可
レ注、而不
レ可
レ挹。於
レ是
、
　　
追
二支讖之英範
一、逐
二世高之逸軌
一、跨
二雪峰
一而進
レ影、泛
二雲
　　
海
一而飛
レ儀、冒
レ険経
レ遠、遂到
二大唐
一。唐国道俗、仰
二其徽
　　
猷
一、崇敬甚厚。
【序三】
于
レ時、聖朝通
レ好、発
二使唐国
一。使人
　　
丹治比真人広成・学問僧理鏡、仰
二其芳誉
一、要
二請東帰
一。僧
　　
正感
二其懇志
一、無
レ所
レ辞
レ請。以
二大唐開元十八年十二月十三
　　
日
一、与
二同伴林邑僧仏徹・唐国僧道璿
一、随
レ船泛
レ海。及
二于
　　
中路
一、忽遭
二暴風
一、波濤注
レ日、陰
曀
迷
レ天。計
レ命忽若
二贅
　　
旒
一、去
レ死猶
二其一分
一。挙
レ船惶遽、不
レ知
レ所
レ為。乃端仰一
レ
　　
心、入
レ禅観
レ仏。少選之間、風定波息。衆咸嘆
二其奇異
一。以
二
　　
天平八年五月十八日
一、得
レ到
二筑紫大宰府
一。昔騰蘭聿来、澄
　　
什利往、
停
二跡振旦之邦
一、未
レ躡
二日域之境
一。計
レ遠論
レ労、
　　
彼有
レ愧
レ徳。自
レ非
下位超
二修成
一行積
中永劫
上、 其孰契
レ於
レ玆乎。
　　
【序四】
同年八月八日、到
二於摂津国治下
一。前僧正大徳行基、智
　　
煥
二心灯
一、定凝
二意水
一、扇
二英風於忍土
一、演
二妙化於季運
一。
　　
聞
二僧正来儀
一、嘆
二未曾有
一。軼
三燕王擁
二箒於郭隗
一、侔
三伯喈
　　
倒
二屣於王粲
一。主客相謁、如
二旧相知
一。白首如
レ新、傾蓋如
レ
　　
旧。於
レ是見矣。乃嘱
二同法緇侶
一云、法本不
レ然、今亦不
レ滅。
　　
故雖
三赴
レ化之質、翳
二跡於雙林
一、而法身之体、布
二影於沙界
一。
　　
経云、応
下以
二婆羅門身
一得度
上者、即現
二婆羅門身
一而為説
レ法、
　　
是也。原夫開闢以来、雖
下時経
二百王
一、世更
中万載
上、未
レ有
二
　　
葱右梵英・印度聖種、梯
レ山航
レ海、弘
二化聖朝
一。而今聖徳作
　　
而
異人至、昌運起而大化隆。非
二但諸仏悲願之感
一、抑亦聖朝
　　
崇
レ法之応也。我等既逢
二斯運
一、復覩
二此人
一。盍
下各尽
二至欵
一、
　　
共致
中迎接
上。於
レ是道俗輻輳、
闐
レ城溢
レ郭、連
二成
レ幕之袂
一、
　　
濯
二為
レ雨之汗
一、肩随踵接、送入
二京輦
一。皇上大喜、仍勅住
二
　　
大安寺
一、供給隆厚。公王英彦、莫
レ不
二宗敬
一。行基又率
二京畿
3　　
緇素両衆五十余種
一、前後合三度。
【序五】
僧正諷
二誦華厳経
一、
　　
以為
二心要
一、尤善
二呪術
一。弟子承習、至
レ今伝
レ之。僧正居
レ
　　
敬行
レ簡、喜慍不
レ形
二於色
一。含
レ章隠
レ曜、莫
三能測
二其浅深
一。
　　
高秩厚礼、不
レ能
レ迴
二其慮
一。厳威峻法、未
レ足
レ懼
二其心
一。光
　　
雖
レ和
レ世、而弗
レ汚
二其体
一。塵雖
レ同
二其心
一、而不
レ測
二其真
一。
　　
以
二天平勝宝二年
一、有
レ勅、崇為
二僧正
一。大法由
レ斯紹隆、群
　　
生以
レ之回向。雖
二道迹未
一レ
彰、而時英咸謂、已階
二聖果
一。
【序六】
　　
但夜壑貿遷、閻浮業謝。以
二天平宝字四年歳次庚子二月二十
　　
五日夜半
一、合掌向
レ西、辞色不
レ乱、如
レ入
二禅楽
一、奄爾遷化。
　　
即以
二同年三月二日
一、闍維於登美山右僕射林。春秋五十七。
　　
臨
レ終告
二諸弟子
一云、吾常観
二清性
一、直厳
二自性身
一。而猶尊
二
　　
重弥陀
一、景
二仰観音
一。汝曹宜
下抽
二吾帑蔵衣物
一奉
中造阿弥陀
　　
浄土
上。又云、吾生在之日、普為
二四恩
一、奉
レ造
二如意輪菩薩
　　
像
一。而情
下願更造
二八大菩薩像
一列
中坐其像
上。而無常行迫其事
　　
不
レ諧。汝曹不
レ忘
二疇昔
一、宜
二共相助畢
一レ
功。弟子等奉
二遵遺
　　
旨
一、備
二飾八像
一。 （以下、序七・賛略）
　　
神護景雲四年四月二十一日
　　
故婆羅門僧正入室弟子伝燈住位僧修栄
　「序二」では、 「僧正、諱菩提僊那、姓婆羅遅、婆羅門種也」とその出自や天竺から唐へ渡ったこと、 「序三」では、多治比広成と僧理鏡の要請により来日を決意したこと、林邑僧仏徹・唐国僧道璿 共に渉ってきたこと、途中暴風に遭い死線をさまよったも
のの菩提僊那の「入禅観仏」により救われたこと、天平八年五月十八日に大宰府に到着したことなど、 『続日本紀』には記載されていない来日の詳細な情報が示されている
８。また、 「序四」では
行基の迎接についても記載され、 「序六」では、 「合掌向
レ西、辞
色不
レ乱、如
レ入
二禅楽
一、奄爾遷化」と入滅の様子も示されている。
まさに、菩提僊那の一生涯が端的に示されているのである。　
しかし、これら全てを史実と見るわけにはいかない。すでに拙
稿で指摘したが、後世に ると、出会った菩提僊那 行基が和歌のやりとりをするという物語展開がなされている行基迎接は、史実ではない
９。そして、このことは全体の構成とも深く関わる。
　『碑
幷
序』については、蔵中しのぶ氏による詳細な出典研究が
あ
る
 10。蔵中氏は、 『梁高僧伝』や『広弘明集』 『大唐大慈恩三蔵
法師伝』 など中国の高僧伝類と 『碑幷序』 表現を比較検討し、 『碑幷
序』がこれら中国高僧伝を参照して記述されたこと、それは、
撰者修栄が菩提僊那に 像を投影させ 、その中国仏教史の伝統に繋 ろうとしたものであると指摘している。行基迎接記事も同様に、 高僧伝類の影響があるこ 筆者は指摘して る。ただし、行基迎接記事は、単 る高僧伝類からの影響だけではく、現実の当時の仏教界の位置（菩提僊那・行基・鑑真の関係性と社会的位置・認識）が関係していること 同時に ているのであるが、こうした視角は本稿にお ても重要となっている。
4三、 「尤善呪術」という記述をめぐって　
では、本稿で問題とする「尤善呪術」 （ 「序五」の傍線部）とい
う文言も、高僧伝類からの影響なのであろうか。　『続日本紀』には、菩提僊那の呪術に関する記述はなく、呪術に関する菩提僊那の説の初見は十一世紀まで下るという。井上正望氏 よると、 『権記』長保三年（一〇〇一）二月十九日条の記事がそれにあたる
 11。
　　
十
九日、辛酉、参
二左府
一、参
二結政
一、参内、退出。左大臣被
レ
　　
奏、光栄申
二二月廿八日庚午
一、波羅門僧正云、子孫死〈今案
　　
凡奉
二為国家
一可
レ忌
レ之〉 。春菀玉成云、 大凶事。来月十日壬午、
　　
可
レ被
レ修
二仁王会
一。又咒願誰人可
二奉仕
一乎。仰云、仁王会来
　　
月十日可
レ修、咒願可
レ令
二式部大輔菅原朝臣奉仕
一。又奉
レ書
　　
云大貳可
二召上
一事、仰依
レ請、即又仰
二奉親宿禰
一。
　
果たして、この「波羅門僧正云」説が、菩提僊那その人に本当
によっているかどうか疑わしいが、この説は、陰陽道書（陰陽道家説）に引き継がれていく。　　
『陰陽略書
 12』
　　
三宝吉日
　　
……庚午〈僧云、子孫死。玉云、大凶〉 ……
　　
凡三宝吉日、有
二吉備大臣・波羅門僧正・春苑玉成等之説
一。
　　
暦家用
二大臣説
一、仍注
レ暦、然而他家重凶
レ之、故不
レ用
レ之。
　　
若有
二急事
一之時、斟酌或用
レ之欷。
　　
『陰陽吉凶抄』二、 三宝吉日
13
　　
庚午日時、正暦三〈壬辰〉六月八日松崎寺〈号
二円
□
［
［明］
寺
一〉
　　
桃園源中納言保光卿供養、其後子孫爰亡云々。婆羅門僧正
　　
説云、子孫死云々。仍時人難
レ之。
　
そこで、本節では『大正新修大蔵経』 （以下、 『大正蔵』 ）史伝
部に現れる「呪術」という用語を手がかりに、高僧伝類で用いられる「呪術」の傾向・特徴について述べていきたい。そのため、作成したのが【表１】の『大正藏』史伝部に現れる「呪術」の一覧表である。巻・頁は『大正蔵』のそれであり、書物は成立年代順ではなく、 『大正蔵』の配列順により書名もそれに倣っている。人名・出身は、各項目の表題となっている人物の名前と出身であり、必ずしもその人が呪術を行ったというわけではない。たとえば、
15（以下、数字は表の番号を示す）の「有
下僧自
二西域
一来
上、
善
二呪術
一能
下令
二人立死
一、復呪
レ之使
上レ
蘇」は三蔵無畏ではなく、
ある「僧」が行っている呪術であ （ただし、三蔵無畏も法力・呪力を有している） 。また、１・
28、３・
30・
43、６・
19・
20・
21・
26・
42、７・
44、
13・
45、
14・
46、
29・
38、
31・
41、
33・
39
はそれぞれ同一（類似）の内容である。
5【表１】『大正蔵』史伝部に現れる「呪術」
6　
本表から読み取れる特徴の第一として、 「善呪術」 という表現は、
中国の高僧伝類によく見られる表現の一つであるということが挙げられる。上掲した
15の他に、
　　
28、 『梁高僧伝』巻一・訳経上・帛尸梨蜜伝
　　
密善持
二呪術
一所
レ向皆験。初江東未
レ有
二呪法
一、密訳
二出孔雀
　　
王経
一、明
二諸神呪
一。
　　
40、 『大唐西域求法 上 洛陽曇潤伝
　　
曇潤法師、洛陽人也。善
二呪術
一学
二玄理
一、探
二律典
一翫
二医明
一、
　　
善
二容儀
一極
二詳審
一。
などが典型である。また、仏伝以外でも、たとえば、史書である『続資治通鑑長篇』景徳元年［一〇〇四］七月己丑条に　　
上謂
二侍臣
一曰、 「近頗亢旱、有
二西州入貢胡僧
一、自言
レ善
二呪
　　
龍祈雨
一。朕令
三精舎中試
二其術
一、果有
二符応
一。事雖
レ不
レ経、
　　
然為
二民救
一レ
旱、亦無
レ所
レ避也。 」
と、類似の表現が見られるように、 「善呪（術） 」は一般的に流布していた表現であることがわかる。　
このことから、 『碑
幷
序』の「尤善呪術」もこれらに倣っただ
けである可能性が考えられる。その場合それは、蔵中氏が指摘しているように、 『碑
幷
序』は菩提僊那を中国の高僧になぞらえる
ための表現であった いうことができよう。　
そして、第二の特徴として、呪術は、 「西域」 「天竺」の僧に対
して付されることが多いということが挙げられる。それは、たと
え術者が中国出身の僧であっても、
32の釈僧範（平郷人）ように、
　　
釈僧範、姓李氏、平郷人也。幼遊
二学群書
二、年二十三、備通
　　
流略。至
二於七曜・九章・天竺呪術
一、諮無
二再悟
一。
と、 「天竺呪 」を学んでいるの る
 14。
　
そこで注目していきたいのが、密教と呪術との関わりである。
インドにおいて密教がいつ・どのように成立したのかは実はよくわかっていないが、五世紀には出現して たことが確認できるという。密教は通常初期密教・中期密教・後期密教に三分類することが多いが、初期と中期との境は、七世紀に成立したと見られる『大毘盧遮那成仏神変加持経』 （ 『大日経』 ） ・ 『初会金剛頂経』 （ 『金剛頂経』 ）などの組織的な密教経典の成立 あり、成立以前の初期密教を雑部密教（雑 ） 、 以降を純粋密教（純密）と呼んでいる。初期には陀羅尼（ダラニ）信仰を中心としていたが、中期 なるとタントラ的な儀礼の目的・到達点 悟りの獲得としている点で大きく異なるという。 なお、 後期密教は、 一般的に九世紀頃から 『金剛頂経』系の密教が発展した時期以降を指し、 代表的な経典は『秘密集会タントラ』である
 15。
　
こうして成立・展開した密教が中国に本格的に伝播したのは中
期以降の密教となる。もちろん、それ以前の雑密経典も伝来していたが、大量且つまとまった形で経典が伝わり 僧侶が来唐したのは、唐代になってからであ
る
 16。まず、東インド王族出身の善
無畏 来唐である。善無畏は玄宗朝 開元四年（七一六） 、大量
7の経典（梵本＝サンスクリット原本）を携え陸路を通って長安に入り、厚遇を以て迎い入れられた。その翌年、翻訳した『虚空蔵求聞持法』は当時日本から留学していた道慈によって日本へもたらされ、後空海に多大な影響を与えた。善無畏 最大の功績は、『大日経』 六巻を翻訳 （一行が筆記） したことである。これにより、中国に純密経典が一つ漢訳されたことになる　
善無畏よりやや遅れて長安に入ったのが金剛智である。中イン
ド王族出身の金剛智は海路により中国へ渡り、 開元七年（七一九）長安に入った。金剛智が長安に入るやいなやその高名を耳にした義福と一行は弟子の礼をとり、不空も金剛智に師事することとなった。金剛智は『金剛頂経』系の経典を数 く訳出し さらには積極的に密教を布教した。善無畏も金剛智もその事績の中に、祈雨の成功や呪術のことが語られてお
 17、彼らには法力（呪力）
が備わっていたことが語られている点には注意を払うべきであろう。　
金剛智に弟子入りし、善無畏とともに『大日経』を翻訳した一
行も中国密教発展に 欠かすこ 出来な 人物である。現在河南省出身といわれる一行は、開元五年に勅命によっ 洛陽に召され、玄宗から師の礼をも 厚遇を受けていた。一行は、善無畏から受けた講義を元に『大日経疏』 著し密教の発展に腐心し、さらには、大衍暦編纂に臨むなど多彩な才能を見せた。彼は中国生まれではあるものの、善無畏・金剛智らとの交流、インド天文
学に詳しい南宮説らとの接触などもあり、彼がインド的な知識・教養を身に纏っていたことは間違いなかろう。さらに、 『旧唐書』巻一百九十一・方伎・一行伝に「一行少聡敏、博
二覧経史
一、尤精
二
暦象・陰陽・五行之学
一」とあるように、一行は暦象の他、陰陽
五行の学にも造詣が深く、実際に大衍暦の名称は易経からの命名である。また、一行にも祈雨の成功譚があ
り
 18、やはりその呪術
力が特筆されているのである。　
そして、当時十四歳ながら金剛智に師事し、後に『文殊師利菩
薩及諸仙所説吉凶時日善悪宿曜経』 （ 『宿曜経』 ）を訳出する不空も同時代の人物 不空の父は北インド 婆羅門族の系統をひく帰化人あるいはその子孫で、 母 ソグド姓 一つである康 （サマルカンド）姓である 、両親は幼 頃に失っている。その血筋や幼少期にはソグド人集落のある涼州に滞在していたこともあり、ソグド人とのつながりにより、不空が中央政界で力を握 た側面があるとい
う
 19。不空は金剛智の入寂後、インド・スリラン
カに入り、そこで最新の密教を受け、厖大な数 密教経典を中国へ将来した。不空は上記三名以上に中央で力を得て、数千人 灌頂を授け、密教の布教にあたるほか、 『金剛頂経』系の重要な経典を翻訳した。なお、不空も祈雨の成功が特筆されるな
ど
 20、や
はり法力のあるものとして扱われている。　
不空の後には、 弟子の恵果が金剛・大日（胎蔵）の両密教を「両
部」として同等に捉え、それを一元化した。こ 考えはインドに
8はなく、中国独自の思想である。空海は恵果にこの両部密教を伝授され、日本に本格的に密教を伝えたのであった。　
これまで見てきたように、中国密教は玄宗期を中心に、インド
僧の来唐や彼らが携えてきた大部の経典を漢訳すること よって発展・定着していったことがわかる。そして、上述したように、密教に関わる僧侶に 祈雨をはじめとした法力・呪術が特筆されていることにも目を向けるべきである。それは密教が元来有していた呪術性に由来するのであろう。密教は、唱えれば災いを除くことが出来る呪文と考えられ た陀羅尼に対する信仰に端 発しており、初期 ではこうした長文の呪文とその具体的な効果を説いた陀羅尼経典が誕生している。密教と 術 、発生の段階から密接な関係性を有しているのであ 当然、 うした密教性質は、 教を信仰し布教する僧侶に対 ても付与される――なわち、人々はそのように密 に関わる僧侶 見るのである。法力・呪力のある僧侶こそが、密教僧として高 であること 条件の一つとなる である
 21。
　
併せて考えたいのは、インド僧など外国僧に対するまなざしで
ある。上記した善無畏・金剛智・不空は全 異域からの人物である。やや時代は降る（北宋）が、上掲した『続資治通鑑長篇』の事例も、西州から入貢してきた胡僧に対して、時の皇帝真宗はその「術」を試させている。それは異例で あるが民を救うためならば、とその術を認め のである。異域から 僧を術者とし
て扱っていることがわかる。同様に北宋で祈雨を成功させた人物とし 日本僧成尋がいるが、成尋もそういった視線から捉えていくこ が可能であ
る
 22。このように、異域からの僧は、呪術者と
見られる可能性を含んでいるのであ ましてや、密教を帯した異域僧ならば尚更である可能性は高いであろう。　
そして、 「婆羅門僧正」と称される菩提僊那もこれに適合する
ことがわかろう。 『顕戒論縁起』上所引延暦二十四年八月二十七日内侍宣では「天竺上人」と称されており、菩提僊那は単なる外国僧であるの なく、明確に唐僧とは区別された異域僧であったのである。それはまた、中国（唐）における「異域僧」への視線と同一 り、 をそのまま日本でも踏襲したものであった可能性が考えられるのである。　
また、特徴の第三として、呪術の種類としてはさまざまなもの
があったことがわかるが、その中に「医術」との関連で語られるものも り（
52や
54） 、広義の「呪術」には「医術」も含まれる
場合があったことが挙げられよう
 23。
四、菩提僊那
｢ 呪術
｣
　　
それでは、 『碑
幷
序』の「尤善呪術」は、菩提僊那を顕彰する
ための単なる高僧伝類からの潤色表現に過ぎず、実態として菩提僊那は「善呪術」ではなかった であろうか。本節 は 点
9について私見を述べていきたい。　
前節で触れたように、確かに、菩提僊那の具体的呪術に関する
記述は同時代史料にはないが、 『碑幷序』 には気になる記述もある。それは、 「序三」の以下の部分（上掲『碑幷序』傍線部）である。　　
及
二于中路
一、忽遭
二暴風
一、波濤注
レ日、陰
曀
迷
レ天。計
レ命忽
　　
若
二贅旒
一、去
レ死猶
二其
一分
一。挙
レ船惶遽、不
レ知
レ所
レ為。乃端
　　
仰一
レ心、入
レ禅観
レ仏。少選之間、風定波息。衆咸嘆
二其奇異
一。
　
この部分は、渡海時に暴風に遭い、船が難破しそうになった時
に、同乗していた菩提僊那が祈ることにより事なきを得たと う話であり、渡海説話にはよくあるストーリーである。しかし、ここで注目したいのは、菩提僊那が行った「乃端仰一
レ心、入
レ禅観
レ
仏」という方法が、当時の唐僧・唐人によ 祈りの方法とは少々その相貌を異にすることであ
る
24。たとえば、鑑真が天宝七載
（七四八）に越州から日本へ向けて出発した後に、海上で暴風に遭うのであるが、そのときは　　
十月十六日晨朝、……至
二日中
一滅
二其山
一、知
二是蜃気
一也。去
レ
　　
岸漸遠、風急波峻、水黒如
レ墨。沸浪一透、如
レ上
二高山
一。怒
　　
濤再至、 似
レ入
二深谷
一。人皆荒酔、 但叫
二観音
一。舟人告曰、 「舟
　　
今欲
レ没、有
二何所
一レ
惜。 」即牽
二桟香籠
一欲
レ抛、空中有
レ声言、
　　
「莫
レ抛、莫
レ抛。 」即止。 （ 『唐大和上東征伝』 ）
と、人びとは、観音の名を唱えることによって難を逃れている。実は、東アジア海域において、渡海中に難が生じた際、観音の名
号を唱えるという方法は最もポピュラーなものであっ
た
 25。そう
した中、菩提僊那の方法はやはり奇異にうつる。　
そして、菩提僊那の日本での活動を考える上で、重要なのが以
下の文書である。日付の下に「大安寺僧菩提」という署名があり、注目される（菩提僊那は来日後、大安寺に住していた。 『碑幷序』序四にある） 。　　
秦大蔵喜達〈年廿七
　
右京四条四坊戸主〉従六位下秦大蔵連
　　
弥智庶子
　　
梵本陁羅尼
　　
仏頂陁羅尼
　
千手陁羅尼
　　 　
般若陁羅尼
　
如意陁羅尼
　　
読経
　　　　　
涅槃経一部
　
法花経一部
　　 　
最勝王経一部
　
梵網経一巻
　
疏二巻
　　 　
理趣経一巻
暗誦
　
瑜伽菩薩地
　
中論一部
　　 　
肇論一巻
已
上破文
　
文選上帙音
　
修行十二年
　　 　
天平十四年十一月十五日大安寺僧菩提
　
本文書（以下、喜達貢進文とする）は、菩提僊那が優婆塞であ
る秦大蔵連喜達を貢進して出家させるために提出したもので、こうした文書は、 「優婆塞貢進文」と称される。ここで注目したいのは、 喜達の修したものの中に 「梵本陁羅尼」 として 「仏頂陁羅尼」など四種の陀羅尼が挙げられていることである。優婆塞貢進文は複数残されており、それらの中には何らかの陀羅尼記載があるものが多い。 【表２】は、 そうした優婆塞貢進文に見え 陀羅尼（史
10
【表２】優婆塞貢進文に見える陀羅尼
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料中では「陁羅尼」表記であるが、 「陀羅尼」で統一する）についての一覧表である。本表は『寧楽遺文』中巻（五〇八～五三八頁）に収載された貢進文を参照して作成した。　
年号がわかるものは全て天平であり、貢進者は日付の下に名の
ある者・明確にわかる者に限って記載した。項目は、たとえば、喜達貢進文では「梵本陀羅尼」や「読経」とされているものにあたる。本表を一覧するとわかるのは、優婆塞の多くが何らかの陀羅尼、それも一つではなく複数の陀羅尼を修得していることである。奈良時代の日本仏教において が比較的広く受容されていたことがわかるで ろう。　
一方、岩本健寿氏によると、陀羅尼を貢進対象者が修した諸経
典の冒頭に掲げる優婆塞貢進文は喜達貢進文のみであり 「梵本」と冠しているものは他史料に確認できないという。 ら 氏は、「梵」をサンスクリットと理解し、 「梵本」記載は菩提僊那と深い関わりがあるであろうことを想定してい
る
 26。この想定は恐らく
正しいであろう。　
筆者はかつて「呉原生人請経文」 （ 『大日本古文書』巻十三―
六三頁）の冒頭部に本文とは異なる筆で書き込まれた「大唐」を、鑑真との関係があると指摘したことがあ
る
 27。この事例を参照す
ると、この「梵本」も菩提僊那に導かれて 記載と考えて 問題ないであろう。では、 「梵本」とは何かが、次の問題 な 。正倉院文書には類似 表現として「唐 」 （ 『大日本古文書』巻三―
二二九頁など） ・ 「唐手」 （ 『同』巻十二―四七三頁）がある。これらは、将来経という意味で使用されているのだが、通常「梵本」と言う場合、 「サンスクリット原本」との意味合い 強いため、ここでもその意味と考えるべきなのであろうか。　
しかし、そこで注目しておきたいのが、天平八年十二月付の優
婆塞貢進文（表２―５）に 仏頂陀羅尼〈婆羅門音〉 」という表記があることである。 「婆羅門音」が掛かるのは「仏頂陀羅尼」なのか、その前にある「不空羂索陀羅尼」 「十一面根 陀羅尼にも掛かるのかは明らか はないが（恐らく全て陀羅尼 る以上、同様に掛かると考えるべきであろう） 、被貢進者である溝辺浄土は 少 くとも「仏頂陀羅尼」は で読むことができたことがわかる。翻って喜達貢進文をみると、同様に 仏頂陀羅尼」がある。上述したように、陀羅尼 初期密教の時代から密教にとっては重要な要素 して存在してい それは、多くインドの呪文に端を発している であり、それをそのまま音 して読むことが基本的には要求されている のであ
る
 28。そのように
考えると、喜達貢進文の「梵本」はサンスクリット原本という意味ではなく、インド語 よって陀羅尼を読むことができた 考えるべき あろう
 29。
　
ところで、古代においては、優婆塞が禅師と共に医術に関与し
ていた事例がある。 『日本霊異記』下巻第三十六縁では、藤原永手の子家依が長い間病気にかかっていたため、 「禅師・優婆塞を
12
請け召して、咒護せしめ」た（結果的には治らない） 。その後、看病衆の中にいた一人の禅師が、誓願を発して自らの命と引き替えに治癒を願った。その際、その禅師は、　　
手の於に爝を置き、香を焼きて、行道し、陀羅尼を読みて、
　　
忽ちに走り転ぶ。
という方法をとった。また、 『同』下巻第三十四縁でも、頸に癭肉ができた巨勢呰女のために、行者忠仙が「咒護」し、て薬師経などの経典を読んだ。そ 忠仙は経典のみならず「唯し千手陀羅尼は、間無く誦せり」と、十数年間も陀羅尼を誦し続けていたのである。恐らく、第三十六縁の禅師・優婆塞ら 「咒護」にも何らかの陀羅尼が読まれてい 可能性が高いであろう。禅師と称される者たち 、何らかの医療行為に関わっていたことは、すでに多くの先達によって指摘されてい
る
 30。こうした者た
ちの力の源泉の一つとなっていたの 、陀羅尼であったことは想定してもよいであろう。　
その上で、菩提僊那が天平勝宝三年（七五一）四月廿二日に僧
正に任じられたことが注目されよう（ 『続日本紀』天平勝宝三年四月甲戌条など
 31） 。なぜならば、当時の国家が僧尼に期待したも
のが、教義の研鑽による学問的知識と持戒や修行による効験――主として呪力――であることからすれば、彼らを統率する立場にある僧綱には、その双方の修得が要求さ たはずであり、そ ため、道鏡の失脚以前の僧綱のなかに 持呪 医薬知識の一方、
もしくは双方の手段で天皇等の病の治療に努めたものが存在していたのだ、という本郷真紹氏による指
摘
 32があるからである。菩
提僊那は、看病禅師の一人として数え上げられている鑑真（ 『続日本紀』天平勝宝八年五月丁丑条や天平宝字七年五月戊申条）とは異なり、医療行為を行った記述は残されていない。しかしながら、陀羅尼を
誰よりも正確に0
「梵本」 「婆羅門音」で誦すことが
できたであろう菩提僊那は、当時から呪力がある（善呪術）とみなされていた可能性が極めて高いのである。　
以上までを踏まえると、喜達貢進文の冒頭に「梵本陀羅尼」が
置かれ、その証人（貢進者）として菩提僊那が存在することの意味も自ずからわかってくるであろう。菩提僊那は「善 術」者して、秦大蔵喜達を推薦し、彼の能力を確かづけるため 存在あったのである
 33。
五、おわりに　
僧正に任じられた翌天平勝宝四年三月二十一日、菩提僊那は完
成したばかりの東大寺大仏（盧舎那仏）の開眼師に任じられた　　
『東大寺要録』供養章第三・一、開眼供養会
　　
皇帝敬請
　　 　
菩提僧正
　　
以
二四月八日
一、設
二斎東大寺
一、供
二養盧舎那仏
一。敬欲
レ開
二
13
　　　
无辺眼
一、朕身疲弱、不
レ便
二起居
一。其可
二代
レ朕執
一レ
筆者、
　　
和上一人而已。仍請
二開眼師
一。乞勿
レ辞。摂受敬白。
　　 　　
（中略）
　　
天平勝宝四年三月廿一日
　
勅書
　
そして、翌月には盛大な開眼供養会が開かれ、 『続日本紀』に
もその様子が描かれている。　『続日本紀』天平勝宝四年四月乙酉条　　
盧舍那大仏像成、始開眼。是日行
二幸東大寺
一。天皇親率
二
　　
文武百官
一、設
二斎大会
一。其儀一同
二元日
一。五位已上者着
二
　　
礼服
一、 六位已下者当色。請
二僧一万
一。既而雅楽寮及諸寺種
　　
種音楽、並咸来集。復有
二王臣諸氏五節・久米舞・楯伏・
　　
踏
歌・袍袴等歌儛
一。東西発
レ声、分
レ庭而奏。所
レ作奇偉、
　　
不
レ可
二勝記
一。仏法東帰、 斎会之儀、 未
三甞有
二如
レ此之盛
一也。
　
なぜ、菩提僊那が開眼師として選ばれたのであろうか。 『東大
寺要録』では、天皇に代わり行える者は菩提僊那以外いないとまで言われている。天皇は、系譜的に神に連なる存在である。それと同等であるためには、 単 高僧であるというだけでは物足りず、何らかの付加価値があってはじめて（臨時的であれ）並ぶことができるのであろう。そして、その付加価値こそが、 「善呪術」者とみなされていたことであったのではないだろうか。何らかの呪力があるとみなされていた菩提僊那だからこそ、大仏の「開眼」を行うことができた――そのように考えることも可能 ろう。
【付記】本稿は、科学研究費助成事業基盤研究（Ｂ） （一般） 「前近代東アジアにおける術数文化の形成と伝播・展開に関する学際的研究」 （課題番号：
16H
03466 ） 、及び科学研究費助成事業基盤
研究 （Ｃ） 一般） 「前近代日本における病気治療と呪術の研究」 （課題番号：
16K
02217 ）による研究成果の一部である。
──────────────１
　
諸本については、鈴木正信「南天竺婆羅門僧正碑幷序・註と
　
その伝来」 （二〇一三年度早稲田大学・奈良県連携事業成果報
　
告書『古代における南西アジア文化とヤマト文化の交流に関す
　
る調査・研究（総集編）―南天竺婆羅門僧正菩提僊那をめぐっ
　
て―』 、研究代表者：新川登亀男、二〇一四年。以下、新川報
　
告書とする）に詳しい。
２
　
性空については、これまで不明な点が多かったが、近年、新
　
川登亀男「南天竺婆羅門僧正碑註の撰者性空」 （新川報告書
）
　
により、かなり明らかとなって る。
３
　
蔵中しのぶ編「 『南天竺婆羅門僧正碑
幷
序』注釈」 （ 『水門』
　
二一、 二〇〇九年） 。
４
　
拙稿「出迎えられる僧―菩提僊那・行基・鑑真―」 （加藤
謙
　
吉編『日本古代の氏族と政治・宗教 下、雄山閣出版、二〇一
　
八年） 。
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５
　
拙稿「唐代におけるインド天文学・呪術の影響と菩提僊那」
　（新川報告書） 、及び、それに加筆修正して中国語に翻訳した拙　稿「唐代印度天文学
•
咒術的影響与天竺僧人菩提僊那的渡日―
　
以日本奈良時期対印度的認識為中心」 （気賀澤保規・孫英剛主
　
編『佛教史研究』第二巻、 新文豊出版公司、 二〇一八年） 。なお、
　
両論でも「尤善呪術」について簡単に触れているが、本稿では
　
それを修正した私見となっている。そのため、これらと重なる
　
記述があるが、ご了承願いたい。
６
　
菩提僊那の来日事情に関しては、すでに堀池春峰「婆羅門菩
　
提僧正とその周辺」 井上薫 流沙を渉り来唐・来日した菩提
　
僊那」 （共に堀池春峰 著『霊山寺と菩提僧正記念論集』 大本
　
山霊山寺、一九八八年） 、義江彰夫「菩提僊那・行基に関する
　
史実と説話化」 （ 『大倉山論集』四八、 二〇〇二年）が詳細 論
　
じている。
７
　
前掲注１鈴木論文、注３蔵中編注釈による。なお、本文右肩
　
に【序初】～【序六】の段落を示した。なお 傍線・波線は筆
　
者による。その点は、以下 史料でも同様である。
８
　
こうした情報は『碑
幷
序』以外にも見られるものもあるが、
　
それらについては、堀池春峰「菩提僧正関係史料集」 （前掲注
　
６堀池編著）及び、井上正望「婆羅門僧正菩提僊那の年譜と史
　
料」 （新川報告書）に詳しい。
９
　
前掲注４拙稿。
10　
蔵中しのぶ『奈良朝漢詩文の比較文学的研究』 （翰林書房、
　
二〇〇三年）第三章・第四章の各論文。11　
前掲注８井上年譜。
12　
中村璋八「陰陽略書本文とその校訂」 （同『日本陰陽道書の
　
研究』 、汲古書院、二〇〇〇年。初出は一九八一年） 。現存書に
　
は、元暦元年（一一八四）に書写し終わったとの奥書が残る13　
詫間直樹・高田義人編『陰陽道関係史料』 （汲古書院、二〇
　
〇一年）第三章。本書は、鎌倉中期頃の成立という。14　
中国仏教典籍選刊『続高僧伝』上（郭紹林点校、中華書局、
　
二〇一四年）の校注（二五五頁）によると、 「天文・筮術」 「天
　
文・咒術」とする本もあることがわかる。本来は、 「天竺呪
　
でなかった可能性もあるが、本稿では仮に「天竺呪術」として
　
おく。もし、 「天竺呪術」ではなかったとしても 天竺と呪術
　
との関わりの深さはかわらず、また、以下本文に挙げ 密教
　
呪術 係からも本論の主旨を訂正する必要はないと考
え
　
る。15　
以上、密教の基礎知識は、速水侑『呪術宗教の世界―密教修
　
法の歴史―』 （塙書房、一九八七年） 、種村隆元「密教の出現と
　
展開」 （奈良康明・下田正弘編『新アジア仏教史
02インドⅡ・
　
仏教の形成と展開』 、佼成出版社、二〇一〇年） 、田中公明「儀
　
礼、象徴、テキスト」 （奈良康明・下田正弘編『新アジア仏教
　
史
03インドⅢ・仏典からみた仏教世界』 、佼成出版社、二〇一
15
　
〇年）による。16　
以降の人物については基本的に岩崎日出男「密教の伝播と浸
　
透」 （沖本克己編『新アジア仏教史
07中国Ⅱ隋唐・興隆・発展
　
する仏教』 、佼成出版社、二〇一〇年）による。17　『宋高僧伝』巻一・唐洛陽広福寺金剛智伝、 『宋高僧伝』巻二・
　
唐洛京聖善寺善無畏伝。18　『酉陽雑俎』 巻三・貝編、 『宋高僧伝』 巻五・唐中嶽嵩山寺一行伝。19　中田美絵「不空の長安仏教界台頭とソグド人」 （ 『東洋学報』
　
八九―三、 二〇〇七年） 。20　『酉陽雑俎』巻三・貝編、 『宋高僧伝』巻一・唐京兆大興善寺
　
不空伝。21　
前掲注
16岩崎論文は、金剛智が玄宗に冷遇されたのは、玄宗
　
が当時呪術的なものを厳しく禁止していたため 逆にその卓越
　
した呪術力に原因があるのではないかという。22　
拙著 『渡航僧成尋、 雨を祈る― 『僧伝』 が語る異文化の交錯―』
　（勉誠出版、二〇一三年） 。また、拙著中でも扱ったが、インド　僧が祈雨を行っていたことが成尋 渡航記『参天台五臺山記
　
などからも確認できる。23　
医療と呪術の関連に関しては、別稿「 『日本霊異記』所載
　
目盲説話をめぐって―その
　
”政治
的
“
側面について―」 （小
　
山聡子編『前近代日本における病気治療 呪術』 、思文閣出版、
　
二〇一九年度刊行予定）を参照 こと
24　
試みに『大正蔵』史伝部を検索すると、 「入禅（定） 」は複数
　
あるが、 「入禅」と「観仏」との組み合わせは、 『碑幷序』 （ 『大
　
正蔵』では 『遊方記抄』往五天竺国伝の史料名で載る）を除
　
き見られない。なお、検索には、 「大正新修大蔵経データベー
　
ス（ＳＡＴ） 」を利用した。25　
拙稿「海・髪・東アジア、そして祈り」 （拙編著『古代東ア
　
ジアの「祈り」―宗教・習俗・占術』 、森話社、二〇一四年）
　
　
参照。26　
岩本健寿「正倉院文書のなかの菩提僊那」 （新川報告書） 。
27　
拙稿「非唐人音博士の誕生―古代における唐認識再検討へ
　
の覚書―」 （同『古代日本と中国文化
　
受容と選択』 、塙書房、
　
二〇一四年。初出は二〇〇六年） 。28　
陀羅尼を梵音で読むことについては、船山徹『仏典はどう漢
　
訳されたのか―スートラが経典になるとき 』 （岩波書店 二
　
〇一三年）第四章「外国僧の語学力と、鳩摩羅什・玄奘の翻訳
　
論」を参照。29　
それぞれが陀羅尼「経」とはなっていないことや、優婆塞と
　
いう存在であることから、インド語で経典全てを読むことがで
　
きたというよりは、陀羅尼（呪文）を読むことができたとする
　
のが妥当であろう。なお、 『日本書紀』欽明十四年五月戊辰朔
　
条に「梵音」が見える。本条 同様 内容は、 『日本霊異記』
　
　
上巻第五縁に見られ、そこでは「有
二楽器之音声
一。如
二笛箏
琴
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箜篌等声
一」とあることから、ここでの「梵音」は仏教音楽の
　
ことと思われる。30　
根井浄「日本古代の禅師について」 （ 『仏教史学研究』二二―
　
二、 一九八〇年） 、舟ケ崎正孝「看病禅師と内道場僧」 「禅師仏
　
行の醸成とその普遍化」 （同『国家仏教変容過程の研究』 、雄山
　
閣出版、一九八五年） 、船岡徹「奈良時代の禅僧」 （同『日本禅
　
宗の成立』 、吉川弘文館、一九八七年） 、朝枝善照「看病禅師考
　
―『日本霊異記』の諸例―」 （西光義敞編『援助的人間関係』 、
　
永田文昌堂、一九八八年） 、何燕生「奈良時代の「禅師」に
　
する一試論―禅の日本への初伝と 関連において―」 （ 『文化』
　
五七―三・四、 一九九四年） 、武田比呂男「 『日本霊異記』の密教
　
的信仰―病気治療と山林修 」 （ 『国 学』四五―一二 など。31　
ただし、 『碑
幷
序』序五・波線部では天平勝宝二年となって
　
いる。32　
本郷真紹「宝亀年間に於ける僧綱の変容」 （同『律令国家仏
　
教の研究』 、法蔵館、二〇〇五年。初出は一九八五年） 。33　
一方で本文書には「文選上帙音」が見られ、その点について
　
は「大唐」を証明する存在でもあったことを、前掲注５拙稿で
　
述べている。
〈みずぐち
　もとき／本学准教授〉
